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編集後記
●今月号の特集は「不動産とファイナンス，テック，
アナリティクス，ESG」と題して，不動産ファイナ
ンスとその関連領域に関する6件の記事から構成され
ています．石島氏の記事では，不動産がファインスで
伝統的に扱われてきた資産（株式や債権）とは異なり
所有権と利用権などのさまざまな権利が付随する特異
な資産であること，またその権利を利用することで新
たなビジネスを創出可能なことがいくつかの事例とと
もに解説されています．
●不動産は，多くの人にとって身近で遠い資産という
認識なのではないでしょうか．恥ずかしながら，私自
身，引越しの際の賃貸契約の他には，漫画でしか不動
産を意識する機会はありませんでした．ひょんなこと
から嘘をつけなくなってしまった不動産営業マンの苦
闘を描いた漫画や，大阪を舞台にした貸金業者を描い

た漫画などがあります．後者では，不動産に付随する
権利を上手く利用（悪用？）して債務者を“型に嵌め
る”様子が描かれています．
●一方で，この編集後記の執筆依頼が来てからは，少
しずつ不動産やそれに関連するニュースが目に留まる
ようになりました．新型コロナウイルス感染拡大に伴
う在宅勤務の増加を背景に大手広告代理店やレコード
会社が自社ビルの売却を検討しているというニュース
や，オリンピック後の新国立競技場の運営権の買手が
見つからないというニュースです．2011年のオリン
ピック憲章への明記をきっかけに，有形無形を問わず
レガシーを引き継ぐことが奨励されていますが，今後
正負どちらのレガシーとなってしまうのでしょうか？
 （伊豆永洋一）
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